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Some Observations on the Population Density of the Spruce 

Barkbeetle，争stypographus LINNムDuringthe Period 
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序

北海道に於いては 1954年9月の台風lとより，総計8千万石lこ達する風倒木を生じた.

従来の記録によれば，かかる多量の風倒木を生じた場合には，これを温床として婚殖する

キクイム乙/類の寄生により，残存林分に風倒子供と同誌若しくは ζれに数倍する虫害木を生

ずることが通例となっている。

エゾマツi乙寄生するヤツパキクイ争'stytograthμs LINNEは，乙れ等キクイムν煩中

最も重安なものの 1つであり，近年lζ於ける大発生の記録としては， 1924 fj'. 5月(北海道)

及び 1936年10月(持友)の夙宮後，数年lζ ばって猛威を違しうしたととが報ぜられている

(原凹， 1929; 同畑， 1936;玉貫， 1933， '34， '40， '42)。またヨーロッパに於いては， 1931-

'32年の風'色第2次大戦 (1939-1945)による森林の荒廃並びにこれに相乗された異常高

品と乾燥等に起附する大発生が報ぜられている (v.BUTOVl百 CH，1941; A. KURIR， 1947; 

B. LEKANDER， G. RECKMANN， 1950; E. ScHIMITSCHEK， 1948; O. ScHNEIDER-ORELLI， 1947; 

O. ScHNEIDER-ORELLI & W. KUHN， 1948)， しかしながらこれ等の研究の大部分は，大発生

の誘内，被害絞!宣，防除対策等lこ関する考察を主として報告したものであって，該虫の

populationの潜減iζ関する究明は殆んど行なわれていない。しかし populationの増減に

関する機概を明らかにすることは，大発生の経過，被害程度等の予測並びlζ防除対策の樹

立等にあたって，その基礎を与えるものと考えられる。よって筆者等は北海道の無防除地

帯に於ける今次のヤツパキクイ大発生に際し， 1954年以来数次lこ亙り現地調査の機会lζ恵、

まれ，該虫の増殖過程並びlζ大発生の経過につき 2・3の知見を得たのでとこに報告する。

本文に入るに先立ち，現地調査に多大の便宜を与えられた札幌営林局造林諜，定山渓営林

箸，忠庭営林署，北海道林務部道有林課，旭川林務省，雄武林務署，北大演習林の各位lと

J菜謝の:むを表する。

1. 個体群の増大期に於ける 2・3の観察

過去数則 I~ f{る様太及び北海道iこ於けるヤツパキクイ大発生の記録iζ鑑み，今次の風

宮後第1回及び第2回の発生期lζ相当する 1955"ドlζ於いて，該虫が大潜婚を行なう乙とが

予想された。しかして乙の矯殖期に於げる populationの増大過程を明らかにする乙とは

大発生の経過を解析する上に重要な怠義を有するものと考えられるが放に，乙の聞に於け

る楼，目、密度の変化，単位面積の樹皮下に於いて増殖する成虫及び幼虫の量的関係等を解明

するt=I;'tJをもって欠の如き調査を行なった。
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1. 穿入孔の密度の変化

調査方法

調査地:定山渓地区……定山渓営林署管内，小樽内担当区滝の沢の原始林内に位置し

南西に流れる谷川沿いの幅約100m，長さ約3.6km，標高は 400-700mの地域を選んだ。

谷川の両側 20-50mの聞は比較的平坦であるが，その外側はやや急傾斜の壁となり，標

高700-9∞mの峰を形成している。
千歳地区……恵庭営林署管内，烏柵舞事業区の原始林のほぼ中央部に位置する.面積

約1ha，標高110-130m，ごく僅かに東に傾斜している。

調査木並びに調査期間:調査区域内にある倒木の内，足場其の他の関係で連続調査可

能なエゾマヅは，根付風倒木29本，挫折木2本，合計31本であった6 根付風倒木は 1955

年春には未だ枯死するに至らず，葉は濃緑色を呈し，中には僅かながら新芽を生ずるもの

も認められた。とれ等調査木の樹高及び胸高直径は第1表に示す如くである。上記調査木

の外に， 1955年並びに 1956年の各6月中句に夫々 3本のエゾマツを伐倒して比較検討す

ると共に，乙の聞に新たに生じた風倒木をも随時調査した。

第 1表 調査木の樹高並びに胸高直径 J 

範 囲 l定山渓地区[ 千歳地区 範 囲 l問地区(千歳地区
(m) (cm) 

i 10.1 __ 20.0 

10.1~12.0 1 20.1--30.0 6 

樹 12.1~14.0 3 胸! 30.1--40.0 2 6 

14.1ぺ16.0 2 40.1--50.0 7 

16.1~18・0 1 4 高 50.1--60.0 8 

18.1--20.0 4 2 60.1 --70.0 

20.1--22.0 7 直 70.1--80.0 1 

22.1--24.0 2 80.1--90.0 1 

高 24.1向 26.0 4 径 90.1--100.0 

26.1--28.0 1 

11 
28.1--30.0 

乙れ等調査木の樹幹lζ，幹を1周する幅1mの環状の調査部を夫々 3-4カ所汽全調

査木合計135カ所設定し，各調査部内lと認められるヤツパキクイの穿入孔数並ひゃに新成虫

の脱出孔数を， 1955年6月上句より周年9月下匂までの間，下記の如くに調査した。

定山渓地区……6月10日， 30日 7月21-23日 8月8-11日， 25-26日 9月

20-23白。

待各調査木の樹高を4等分する各等分点附近の樹幹に調査部を設けた。
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千歳地区……6月8日 7月26-28日 8月18-20日 9月13-15日.

調査結果並びに考察

1955年度に於ける発生経過i. 

各調査時に認められた新穿入孔数は第1図lζ示す如くであり， 1955年度に於いては2

回の発生をした乙とが明らかである九即ち第1回発生は5月中匂-6月下匂の閣であり，

比較的早く枯死した倒木に集中穿入している。第2回発生は7月下匂-8月上旬の聞であ

.2 

3 

って，第一回発生期に穿入を免れた倒木全部に穿入を見た。
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第1図 1955年度に於ける発生経過(於定山渓)
{各調査日に認められた新穿入孔数)
1.平均最高気温

2. 平均気温

3. 平均最低気温

A. 春季に衰弱程度の著しかった風倒木
B. 春季に新茅を生じていた風倒木

vnr 百

。

6月下匂をもって終了したものではなし第しかしながら春季に於ける穿入活動は，

乙れは越冬後，成熟に至る2回目の発生に至るまでの間，常に若干の成虫の活動を見た.

O. ScaNEIDER-ORELLI & W. KUHN 

(1948)の述べている如く 1度樹幹に穿入産卵したのち脱出して更に他の樹幹に穿入する

個体が相当数存在することによるものと考えられる。

並びにまでの期聞に相当大幅の個体差がある乙と，

8月上旬に於いて初めて顕著な穿入を受けた倒木は，主として春季には未だ樹勢の衰

弱程度が軽く，新芽を生じ， 7月下旬の調査に於いても殆んど穿入孔の認められなかった

1956向 1958年の3カ年は，いずれも年1回の発坐で，第2回目の発生は見られなかった如くである。勢
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倒木である。とれ等倒木の樹幹が，

7月下匂より僅か2週間以内に一斉

に1m2当り 70-80孔の穿入を受け

たものであって，第2回目の発生は

第1回目に比較してはるかに斉一で

あったことが窺える。

1955年の気温と本虫の発生との

関係について一考するに，次のこと

が明らかである。 1954年より 1958

年に至る聞の北海道各地の気温は第

2図に示す如く， 1955年は6，7月の

異常高温により顕著に特徴づけられ

ている。

一方ヤツパキクイは比較的高温

を好むものの如くである。即ち原田

(1929)によれば， 140C以上で穿入し

190C以上で盛んに活動するという。

飛期は 180C以上の高温時に観察さ

れる。玉貫(1942)は，大正末期の樺

太lζ於ける大発生は，同期間中の高

温 (180C以上)によって助長される

こと大であることを報じている。ヨ

戸ロッパlζ於いては，暑い，乾燥した

夏に引続いて害が発生すること (G.

RECKMANN， 1950; O. ScHNEIDER-

ORELLJ，1947)，春季には気温が200C

lζ達した日が8-14日続いたのちに

t 
20 
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v VI VII vm 1x XJI 
第2図 1954年より 1958年まで

成虫の摂喰が行なわれること (E. の気温の比較図

ScHINITCHEK，1948)，産卵にあたっては樹皮の25"Cの面を選好するとと(W.THALENHORST 

194η等が知られている。上記の如くヤツパキクイの生活適温は180C以上にあるものと考

え‘られ， 1955年6，7月の異常高温は，該虫の第1化期の成長にとって極めて好適であった

乙とが推察される。

1955年9月21日の調査に於いて，樹皮下に留まっていた個体の齢期構成は，成虫90.8
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%，踊7.2%，幼虫2.0%であった(越冬のために他から飛来穿入した乙との明らかな成虫

……放射状の越冬坑を形成しているもの，図版XII参照……を除くL実際に羽化した個体

の百分率は，乙の樹皮下Iこ留まっていた成虫数IC，既に脱出した個体数が加算される故，

さらに高率となる。それ故1955年に於いては，前記の如き好適な気候に助長されて， 2回

の発生を殆んど完全に完了したものと考えられる。

ii. 喰痕の占有面積と穿入密度との関係

ヤツパキクイはその棲息場所が広ゾマヅの樹皮下l乙限-られている故，穿入密度は 1喰

痕の必要とする面積に密接な関係を有する乙とが予想される。ヤツパキクイの喰痕は，図

版VI乙示す如く， 2本或いは3本の母坑を有する複縦坑裂である。しかして正常発生の場

合の母坑の長さは，第V図に示す如く平均10.3cm，幼虫坑の長さは 3-6cmである。幼

虫坑は母坑の両側に夫々約30本， 1繁殖坑発につき 1却本内外が伸長し，十分発達した1

繁殖坑は， 150-160 cm2の面積を占める。それ故相隣接した繁殖坑が互に相重なる乙とな

しに発達し得るためには，1 m21と60-70孔以上は穿入出来ない計算となる。

1955年度第1回及び第2回発生に於いて，樹幹の表面 1m2Iζ認められた穿入孔数の

頻度分布は第3図1，111ζ示す如くである。尚本調査に於いては，第1回発生成虫による穿

入孔数として 7月23日以前の値を，第2回発生期の孔数としてはそれ以後の値を使用し

Tこ。

図に明らかな如く，第1回発生期l乙於いては， 1m21こ0-20孔の割で穿入する場合が

66%を占めて最も多い。第2回発生期l乙於いては，第1回とは趣を異lこし， 60-100/m2の

部分lζ顕著な山が認められる。

これ等の穿入密度を前記の基準に従って検討するに，第1回発生区於いては未だ該虫

の populationが低く，樹幹には多くの穿入余地の残っていることが推察される。しかし

ながら 1m2に80孔以上穿入する頻度も 18%を示している。 これは比較的早く枯死した

挫折木に見られる現象であり，該虫の選好する一定の条件を備えた木には，集中的に穿入

する傾向のある乙とが窺える。第2回目の発生lこ於ける頻度分布は， populationが急激に

増加したことを示すと共に，その分布の山 (60-1;∞'/m2)が，前記の計算lとより求めた穿入
限界密度 (60-70/m2)に一致している故，倒木の樹幹にはもはや穿入可能な余地の残され

ていないことが推察される。またそれより高密度側に穿入する頻度が急激に低下している

事実lとより，ヤツパキクイの成虫lこは，正常発生の場合，一定密度以上に穿入する ζとを

忌避する何等かの能力のある乙とが推察される。

梼 1 ヶの穿入孔から発達した喰痕(穿入孔…… 1，交尾室H ・ H ・ 1，母坑…..・2~3本，並びに乙れに属す

る全幼虫坑)を1繁殖坑と呼称することにする。
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第s図 1 m2内に認められる穿入孔数の頻度分布

2. 穿入孔の密度と次世代の個体数との関係

エゾマツの樹皮下という限られた場所に生活するヤツパキクイにとって， popu!ation 

の増加は食物及び棲息空間の争奪を激化する結果となり，次世代の発育に悪影響を及ぼす

ととが当然予想される‘それ故単位面積の樹皮下に穿入する成虫の数と，そこで繁殖する

次世代の個体数との関係を明らかにする目的をもって，次の調査を行なった。

調査方法

前記の供試木に設けた135カ所の調査部から任意に選出した24カ所につき，9月13-

15日(千歳地区)及び9月20-23日(定山渓地区)に剥皮調査を行ない，樹皮下に留まっ

ている次世代の個体数を検討した。剥皮にあたっては調査部の下に白布を拡げて虫の逸脱

を防ぐと共に，樹皮は細分し，後食のために樹皮内に深く喰入している新成虫の探索lζ努

めた。しかして乙の樹皮下より見出された幼虫，踊，新成虫の数l乙，脱出孔数を加算した

値を，乙の区に於いて発育した個体数とした。尚本調査に於いては，越冬のために他から
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飛来したことの明らかな個体(放射状の越冬坑を形成しているもの)は除外した。また1

脱出孔からは成虫が1頭だけ脱出するものと仮定して計算した。

調査結果並びに考察

上記の剥皮調査の結果に基づき.a)穿入孔の密度と 1穿入.fL当りの次世代の個体数と
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第 4図 穿入孔の干密度と穿入孔当りの次世代の個体数との関係
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の関係.b)穿入孔の密度と単位面積当りの次世代の個体数との関係を図示すると，夫々第

4図及び第5図の如くである。

ι 1穿入孔あたりの次世代の個体数
1繁殖坑内で増殖する次世代の個体数は，穿入孔の容度が 701m2の場合lζ政治i値を示

し.1穿入孔当り平均32.5頭ゐ次世代虫を産出した。しかして穿入孔の密度がそれよりも

高密度でも低密度でも，次世代の個体数は減少していた(第4凶).本調査に於いて 1穿入

孔当りの次世代個体数が最高の備を示している場合の穿入孔の干待度 (701m2)は，前述した

ところの完全な発達を示した繁殖坑の面積から計算した穿入限界密度 (60-70/mりと良く

一致している.それl放次世代の各個体が完全な発育をとげるのに適当な棲息密度は，穿入

孔の密度が 701m2或いはそれ以下の場合であり，それ以上穿入する乙とは婚猶にとっては

原ろ不適当である乙とが明らかである。

穿入孔の草野度が 701m2以上の場合lζ，増殖本が双曲線類似の曲線を画いて減少してい

る事実は，overpopulation 1こなった場合の一般的傾向にー飲している.穿入孔の密度が

70/m"以下の場合，食物及び綾息空間に十分余絡があると考えられるにもかかわらず.1穿

入孔当りの次世代の個体数が減少している事実は，穿入した樹幹lこ食物或いは楼息場所と

して何等かの不適当な条件があり，そのために穿入の際にあまり選好されず，また穿入し

た場合lζも良好な繁殖を示さなかった結果lζ基づくものと思考される。

ii. 単位面積の樹皮下に於いて泊殖する次世代の個体数

成虫の穿入密度の上昇l乙伴って，単位面積内に於いて成育・する次世代の個体数は急激

に矯加する。~入孔の密度が平均 201m2 0)場合には.平均4∞'1m2の次世代虫を産するにす
ぎないが，穿入孔が80-1∞'1m2の場合には 1838-3260jmヘ平均3飢均1m2の次世代虫を段
出した。しかしながら穿入孔がさらに矯加し，120/m2以上になった場合には.次世代虫の

数は逆に減少する傾向が認められる。即ちヤツパキクイの個体群にとって食物及び京間利

用度の最も高い楼息密度は，1m2に80-100個の繁嫡坑を営む場合であると考えられる。

乙の値は，各繁殖坑が長良の発達をとげる穿入孔密度(70/mつよりも約30%i:~:i続度側 lと移

行しているe 玉貫(1942)は庫太lと於けるヤツパキクイの大発生を調資した際に.106/m2の

穿入孔密度lζ対して，次世代の個体数は 2950/m2であったことを報じているが，この値は

第5図に示した曲線iと良く一致している。

幼虫坑は前述せる如く 1繁殖坑につき 120本内外発達する。それ故 1m21こ90孔穿入

した場合i乙産出される可き次世代の個体数は，計算上 10，800胤となる.実測によるM肖備

は平均え縦訓目頭である故，成長期間中lζ於ける死亡惑は約72%と推定される。原田 (1929)

はとの値を約70%と報じているが，算出の基礎は示していなL、。

1955年の第2回発生に於いて，最高頻度を示している穿入孔の密度は，第3凶{こノJミし
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た如く 60-100;m2であって，個体群全体として最も効率の良い値80-1印'1m2と一致して

いる。且っこのような状態にある倒木の量が極めて多量であったために，1956年春，ヤツ

パキクイは遂に大発生を惹起した。しかして第3図IIから明らかに察せられる如くを倒木

の樹幹にはもはや穿入すべき余地が残されていない故，乙の大増殖したヤツパキクイの大

部分が，生立林分の過熱木，衰弱木等を襲ふ結果となった。・

II. 個体群の消長と喰痕の形状の変化

一度大発生したヤツパキクイが，再びもとの平衡状態に復するまでの過程は，該虫の

生理生態的諸性質，気象条件，森林の荒廃及び回復の程度，各林木の生理状態，天敵の増

減等多くの環境条件lこ左右されるために非常に複雑であり，その推移を予測することは緩

めて困難である。しかしながら樹皮下に残された喰痕の形状は，個体群の密度，次世代虫

の発生状態等を如実に記録したものと認められる。それ放に大発生全期聞を通じての喰痕

の変化に，もし或る種の傾向或いは“型"とも称、す可きものが存在するならば，新たに生

じた大発生に際し，或る時期lこ於ける喰痕の状態並びにそれまでの経過を，上記の型と比

較検討するととにより，その後の経過を予測することは不可能ではないと考えられる。今:

次~北海道lこ於ける大発生 lこ於いて，上記の如くに利用し得る“傾向"或いは“型"，が存

在したか否か，もし存在したならばどのようなものであったかを知るために次の調査を行

なった。

1955年より 1958年に至る間lと形成された喰痕の内，風倒日或いは伐倒日，喰害期，剥

害 -{ff
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第 6図 1 m2の樹幹に認められる穿入孔数，母坑の長さ，
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皮日等の明らかな喰痕lこっき，穿入孔の密度， PJ坑の長さ 1母坑から発達する幼虫坑数

を測定した結栄は第6閲lこ示す如くである.

一般に，成虫の populationが過度に上昇した場合矯殖主将が減少する原闘としては，

産卵数の減少，解化本の減少及び幼虫・蝋の死亡本の.1二昇が数えられている。ヤツパキク

イの場合産卵数枚びlこ勝化本の矯減は，その相乗された値として 1母坑から発達する幼

虫坑の数lC現われているものと考えられる。しかしながら overpopulationとなった場合
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鱒 7図 1955年より 1958年に要る聞の母抗の長さの変化
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第7図備考

川調査地問uI加害時期洋平 l吋査日 引数lL22員会i備 考
年月 年目年月日 1m2 平均

1 1955V~W 1954. IX. 27 1955. vn.17 37.3 27~71 50.0 

2 定山渓 風倒木 1955珊 ~IX 1954.区 27 1955.区.21 79.7 28~64 47.7 

3 定山渓 餌木 1956VI~IX 1956. VI.12 1956. X. .4 993 1~.22 10.5 

4 安足関 立木 1957VI~区 1958.珊.23 1958.彊.23 730 6~28 14.5 {N0・7と同一木
地上16m附近‘

5 安足関 餌木 1957VI~咽 1957. VI.15 1957. IX. 3 704 8~18 13.8 岡本民の標本

6 苫小牧 餌木 1957VI~珊 1957. V.13 1957.咽.19 118 12~28 18.1 

7 安足間 l立木 l恥四一 23…23 臼 2ト 4731.61 {担制
8 !安足閑 餌木 19蜘叶 1958. V.ぉ 1邸.vn.17 田-210133-49 45.1 小泉氏の様本

の該虫の喰痕に於いては，幼虫坑の数を正確に知ることは極めて困難であるが，母坑の長

さを測定することは比較的容易である"itつまた，第6図に明らかな如く，母坑の長さと

幼虫坑の数との変化は極めて類似した曲線を画いている.放に本研究に於いては産卵数並

びに解化率の変化の傾向を知る手段として母坑の長さを使用した。 1955年より 1958年に

至る聞に採集した前記の各喰痕につき，母坑の長さの頻度分布図を画くと第7図に示す如

くである。

風倒後第 1回目の発生に相当する 1955年春lと於いては，母坑の畏さは， 10--llcmの

聞に顕著な山を有する正規分布を示している。 これは穿入孔の密度が 373/m2にすぎない

ことと相侯って，大多数の繁殖坑が十分な棲息場所に恵まれ，完全な発達を遂げたことを

示しているものと推察される。

1955年夏の発生に於いて，母坑の長さの分布型は，山の低い幅の広い形に変化していん

』る。これは前節に於いても記述している如く，一部が既に overpopulationになり，棲息

空間の争奪が起とり，棲息l乙不適当な条件下にある倒木にも穿入を余儀なくされた個体が

生じたため，繁殖坑の発達に種々の段階を生じたことを示しているものと考えられる。

1956年春以降の発生に於いては，穿入密度の著しい上昇と，喰痕の媛小化とが顕著な

特徴となっている(図版VI--VIII参照L穿入孔の密度は.定山渓に於いて 70--1，6∞l/m2
平均 993/m2を示し，また岡本等 (1957)は旭川に於ける観測値として 80--1，400jm'，平均

680/m2を報じている。

母坑の長さは平均3.34cmで，正常の長さの約 1/3にすぎない。幼虫坑は 1繁殖坑に

つき僅か30本内外発達したにすぎず，且つ各母坑の間隅が甚しく接近し，一見別種のキク

イムジによって作られた喰痕の如き観を呈している。前述した如し幼虫坑が完全に発達

するためには，母坑の両側lζ夫々最小3cmの余地を必要とする。それ故，平均3.3cmの

母坑2-3本を有する l繁殖坑は，約40cm2の面積を必要とする。従って 1m2に営み得る
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繁殖坑の数は，計算上250個内外となる。大発生の場合lこ於いても，個体群全体として空

間利用度の最も良い密度が，正常発生の場合と同様に，計算値よりも約30%高密度側に移

動するものと仮定するならば，単位面積の樹皮下に於いて増殖する次世代の個体数は 9，000

-10，冊。Ijm~ となる九

大発生の場合lζ於ける穿入孔の密度と，その次世代の個体数との関係を示す曲線は，

資料不足のため未だ明らかではなく，上記の最有効密度300-350jm2は単なる推定にすぎ

ない。しかしながら前記の調査に於いて得られた穿入孔の平均密度680jm2乃至993jm
2は

幼虫が正常の発育をなし得る限界をはるかに越えているものと考えられる。現地調査に於

いても上記の如く多数の成虫が穿入した樹幹からは，僅か数拾個体の次世代虫が羽化し

たにすぎずして，大部分の個体は踊化するに至らずに発死した。玉貫(1942)は，樺太lこ於

ける大発生の際IC，247jm2の穿入孔数に対して，次世代の個体数は 425jm2にすぎなかっ

た乙とを報じている。

1957年に於ける母坑の長さには，前年との

聞に大差が認められない。しかしながら本来な

らば樹幹の成長軸にそって直線的に伸長すべき

母坑が，この年には湾曲し，或いは上下の母坑

が相交叉し，複従坑とは認め難い程度にまで乱

れた喰痕も生じている。

しかるに 1958年の喰痕はやや異なった様

相を呈している。即ち 1956，'57年度に於けると

同様に3-7cm，平均4.9cmの短い母坑を有す

る一群と，1955年以前の喰痕と同様に8-19cm，

平均1l.8cmの長い母坑を有する一群とに別れ

ている。

他方，林木に対する被害の発生状態を検討

するに，上記の 4年聞に，各種の穿孔虫類によ

って加害された立木の材積は，第8図lζ示す如

くである(林試北海道支場， 1956-1959¥ 

即ち生立木IC対する害は，札幌，旭川両営

林局管内に於いては， 1956年度以降激しく現わ
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第8図被害立木材積
(林試北海道支場， 1955~'59 より)

(各種穿孔虫によるエゾ・トド

合計値)

1.帯広営林局管内 4.旭川営林局管内
2.札幌営林局管内 5.道有林・民有林
3. ~t見営林局管内

勢正常発生と大発生の両条件下に於いて，母坑の長さと幼虫坑の数とを基礎にして計算した次世代の

個体数が，死亡率を零にした場合，夫々 10，8∞'1m2及び 10，5∞1m2の如く，極めて近似した値を示
したことは，興味深い事実である。
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れ， 1957年度に頂点、に達しているが， 1958年度に於いては急激な減少が見られる。 1958年

の気象条件は第2図に示した如く比較的高温であり， 1956， '57両年度よりも該虫の繁殖に

とって好適であったものと考えられる。それにも拘らず，被害量の著しい減少を見たとと

は，喰痕の形状並びに密度が大発生以前の状態に近ずいたことと併せて考察・し，・該虫の

populationが減少した結果によるものと考えられる。風害後4年を経過して，風衝木の樹

勢が回復じたこと，林内の清掃作業が進展してキクイムν類発生の温床となるべき場が減

少したこと，天敵が増加したこと等，各種の制限要因が次第に強力となった結果であり，

1954年の風害に端を発した今次の大発生も，札幌，旭川両地区に於いては遂に終憶に近ず

いたものと見ることが出来よう。

帯広及び北見両局管内に於ける発生経過は札幌，旭川両局管内に於けるものとはやや

異なっている。この原因は主l乙気候の相違によるものと考えられる。即ち全道常に高温に

経過し，年2回の発生を見た1955年度に於いても，道東，道北地区lζ於いては年1回の発

生であったこと，比較的低温に経過した 1956，'57両年度に於いては，増殖が抑制されたこ

と等，比較的不利な条件が多かったために，大発生の経過に1......3年の遅れを生じた結果

によるものと考えられる。上幌内に於いて採集した1957年の喰痕は，札幌，旭川両方面の

1956年の喰痕に極めて類似している(図版参照よ事実北見及び帯広営林局管内の無防除地

域に於いては， 1958年lこ至つてはじめて大発生が見られた。

III. 大発生の一般的経過について

以上記述した如し穿入孔の密度並びに母坑の長さの変化は，大発生の経過と極めて

密接な関係を有していることが明らかである。

それ故，これ等喰痕l乙現われた特徴を指標として，ヤツパキクイの大発生の一般的経

過を模式的に画くならば第9図の如きものと推察される。

1) エゾマツを主体とした森林には常に若干のヤツパキクイが棲息し，主に過熱木や

林縁の衰弱木等に集中寄生している。その寄生部lこ於ける密度は比較的高し時にはover-

populationと認められる場合もあるが，森林全般としては極めて低密度に保たれている。

乙のような林内に餌木を設置しでも，穿入孔の密度は201m2を越える ζとはないと考えら

れる。

2) 伐倒，林道の新設其の他により，林内の欝聞が破れ，徴気象が変化した場合には

必然的にその周辺の林木が衰弱し，そこにヤツパキクイの寄生を見る。じかしながら擢害

木の数は森林全体に比較して極めて少なく，且つ周囲の森林の勢力が盛んなため，それ以

上加害区域を拡げることなく，やがては)の状態に復帰する。乙の(1)，(2)の経過は森林内

lζ於いて部分的に見られる普通の状態であって，そのまま大発生へ発展することはない。
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第 9図 ヤツバキクイ大発生の経過模式図

大撹t裏書輝L望f
喰葉位害虫同大手E笠
山火
英4直広面.氏自殺害

3) 大規模な風害，喰葉性害虫の大発生，山火，其の他の原因により 1時iこ極めて

多数の倒木や衰弱木を生じた場合Iとは， (却を経過してさらに増殖を続ける.乙の場合，大

発生を誘致する第1の要因としては，ヤツパキクイの増殖の場となるべき倒木や衰弱木の

量が，森林全体の蓄積量に比較して極めて大であることが必要である。また助長要因とし

ては，高温乾燥した気候が挙げられる。

乙の聞に於ける population増大の様相は前述せる如くである。

4)但)に於いて個体数の著しい増加をとげたヤツパキクイは，遂に生立林分の衰弱木

を散しく侵害するに至る。

北海道l乙於ける今回の異常発生は， 1954年9月の風害後2回の発生を経過したのち，

第3回目に於いて初めて大発生の様相を呈するに至った。即ち 1955年の気温は前述せる如

く6，7月が極めて高温であり，ヤヅパキクイは道北，道東の1部をのぞき，年2回の発生を

見たものであり，第3回目の発生に相当する 1956年春以降，生立林分に対する加害が顕著

になった。樺太lと於ける大発生の場合には，1936年10月の風倒後，1939年l乙最高の発生を

寛たことが報ぜられているが(玉貫1942)，気候冷涼な該地方に於ける発生は年一回であり

1939年の発生は第3回目に相当する。 またスエーデシ中，南部lこ於ける 1931年の風害に

引き続いて発生した害は，最初2年聞は倒木のみを加害する静的なものであったが， 1934 
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年以後は生立林分を侵害する動的な害になったととが報ぜられている (V.BUTOVITSCH， 

1941)0 

以上の例から推察される如く，正常の populationを維持しているヤツパキクイが，

適当にして且つ豊富な食物と棲息場所とを与えられて大発生に至る場合には，増殖期間と

して通常少なくとも 2回の発生を必要とするものと考えられる。

5) 大発生の継続期間の長短は，主として次の如き要因の強弱により左右される。即

ち発生を助長する要因としては，倒木，哀弱木，切株，校条等該虫の棲息場所となるべき

ものの放置，林縁の木が枯死するために順次林内の欝閉が破れ，林木の衰弱が次第に林内

に波及し，該虫棲息可能な場が拡大されること，高温乾燥した夏季の気候等を挙げること

が出来る。制限要因としては， overpopulation に基づく同種聞の生存競争，天敵の増加等

を挙げるととが出来る。また風衝木の樹勢回復，林内の清掃作業の進展等は，ヤツパキク

イの穿入可能面積を縮少せしめ，同種閣の生存競争をさらに激化せしめる結果となる。ま

た180C以下の冷涼な気候は，該虫の増殖を著しく制限するという(玉貫， 1942)0 

しかしてこれ等の制限要因が次第に強力となり，遂に(1)の状態、に復帰するものと考え

られる。

要.約

1. 北海道に於いては 1954年9月の台風lとより約8千万石に達する風倒被害木を生

じたF しかして無防除地帯に於いてはこれ等の倒木を温床として，キクイムジ，カミキ P

ムν類が大発生した。筆者等はエゾマツを加害するヤツパキクイ Iρ'styρograPhus LINNE 

の個体群の増殖過程，並びに大発生の経過につき 2，3の考察をなした。

2. ヤツパキクイによる被害は， 1955年の夏までは倒木のみに限られていたが， 1956 

年春以後生立木にも顕著に認められるようになった。

3. 倒木の樹幹lζ認められる穿入孔の密度は，1955年第1回発生期には大部分が201m2

以下であった。第2回発生期にはやや増加して 60-80/m2，1956年第1回発生期には念、に

上昇して600-8∞'1m2の部分に顕著な山を有する正規分布を示した。
4. 正常発生の場合，母坑の長さは平均10.3cm，1繁殖坑(1穿入孔から発達した?-

3本の母坑並びにその幼虫坑によって形成されている 1喰痕)の占有面積は150-1印 cm2

である。それ故，1m2の樹皮下で，互に相重なることなしに営み得る繁殖坑の数は，計算

上60-70個となる。

5. 実地調査に於いて，ヤツパキクイの各繁殖坑が十分良好な発達を示す密度は，穿

入孔数が701m2以下の場合であり，計算値と良く一致した。

6. 正常発生の場合l1m2の樹皮下lζ於いて最も多数の次世代虫が産出されるのは，



風倒木地帯に於げるヤツバキクイ Ipstypographus LINNEの異常発生 (内田・中島 165

穿入孔数が80-1∞Ijm2の場合であり，乙の値は各繁殖坑にとっての最適密度よりも約30
%高密度であった。

7. 成長期間中に於ける死亡率は，約72%と推察される。

8. 1955年より 1958年に至る聞の擢害木に於いて観察される穿入孔の密度，喰痕の

形状，特l乙母坑の長さの変遷は，同期間中lと於ける個体群の増減の状態を如実に反映して

いることが認められた。

9. 喰痕に現われた上翠の特徴を指標として，大発生の一般的経過を推定するに，次

の如きものと考えられる。

i) 正常発生……エゾマツを主体とした森林には常にヤツパキクイが楼息し，老齢木・

衰弱木に寄生している。餌木l乙認められる喰痕の形状は正常で，穿入孔数は20jm2以下で

あるι

ii) 異常発生 a) 部分発生……伐倒，林道の新設等により林内の微気象が変化した

場合にその周辺部の衰弱木に小規模な個体群の増加が観察される。喰痕の形状は正常，

穿入孔数は80jm2以下。やがて正常発生に復帰するι

b) 大発生 移行期……大規模な風害，一次害虫の大発生，山火，其の他の原因に

より林木が広面積に亘り枯死或いは衰弱した場合，豊富な食糧と棲息場所とを得たヤツパ

キクイは大増殖を行なう。喰疫の形状は正常。穿入孔数が80-100jm2の場合に，単位面積

の樹皮下から最も多数の次世代虫を産出する。

大発生期……増殖期間として通常2回の発生を経過したのち，第3回目から大発生の

状態を呈する。 J 喰痕は媛小化して，母坑の長さは3-4cmとなり，穿入孔数は350jm2以上

時には 1，OOOjm2以上に達するe 以上の経過に於いて，発生を助長する要因は，増殖の温床

となるべき倒木，枝条，伐根等の放置，微気象の変化による衰弱木の増加，180C以上で且

つ乾燥した気候等を挙げることが出来る。

復原期……個体群の異常な増大は，同種聞の生存競争を激化する。喰痕の形態は乱

れ，他種のキクイムνによる喰痕の如き観を呈する場合が多い。しかして生存競争の激化，

天敵の増加，林木の樹勢回復，林内整理による棲息場所の減少等の要因lとより，該虫の増

殖が次第に制限され，遂に正常の populationに復帰する。
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Sumrnary 

In Hokkaido， a serious outbreak of 1ρ'5 tyρ'Ograρhus LINNE occurred in the 
regions where the forests had been damaged by the typhoon of September， 1954. 

The outbreak was divided into two phases. In the first phase the infestation of 

the beetle was mainly restricted to fallen trees and continued until the summer of 

1955. Then， in the second phase， in the spring of 1956， it spread to standing trees， 

and continued until the summer of 1958. 

In the spring of 1955， the average number of the entrance holes of the beetle 

was less than 20 holes per sq. meter of the bark of the fallen trees， in the summer 

of the saine year， it was 79.8 per sq. meter， and in the summer of 1956， the average 

number of the holes ii1creased to 680 per sq. meter of bark. 

In general， each of the fullgrown burrows of the beetle (with one entrance hole， 

two or three egg-galleries and about 120 larval-mines) occupies about 150-160 cm2 

of bark. So it may safely be assumed that the theoretical maximum density of the 

burrow is 60--70 burrows per sq. meter of bark. 

In practice， the optimum density of the entrance holes for the growth of each 

burrow was about 70 holes per sq. meter of bark， and in a burrow are found 32.5 

offspring on an average. On the other hand， the optimum density of the holes for 

the growth of the population of the beetle was 80-100holes per sq. meter of bark， 

and the maximum number of the offspring which were found in one sq. meter was 

3，000 on an average. 

The density and the types of the burrows， especially the lengths and the forms 

of the egg帽galleries，seem to show the degree of the outbreak. In the year 1955， 

when the outbreak did not occurred， the average length of the egg-galleries was 

10.3 cm. In the years 1956 and 1957， the length was but 3-4 cm. In the year 1958， 

when the severe infestation of the. beet1e had almost ended， two types of burrows 

were found， one being the type of the short egg-galleries and the other the type of 

the normal egg-galleries. 

Chiefly based on the density of the entrance holes and on the types of the 

burrows， a pattern was evolved which was assummed to show a common course of 
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the outbreak of the beetle. 

a) Under average conditions， in the forest where the spruce tree， Picea jezo-

ensis CARR.， is the dominant species， a number of the bark beetle Its tyρograρhω 

LINNE are always found on the old trees and on the unhealthy trees. lh this case， 
the population density of the beetle is not so high. The average number of the 

entrance holes of the beetle on the trap Iogs may be less than 20 holes per sq. 

meter of bark. The burrows are normal， and the average length of the egg-galleries 

is about 10 cm. 

b) ln a forest， where the microclimate of an area is changed， for instance a lot 

of trees being cut down or new roads being cut across the forest， the trees standing 

at the surrounding place of the cutting area are weakened. The bark beetle attacks 

the weakened trees and the population density of the beetle increases. ln this case， 

the number of the entrance holes may increase to less than 80 per sq. meter of 

bark， and the burrows are almost normal. But the outbreak of the beetle does not 

occur， and the population soon goes back to the normal density. 

c) When a large area of forest is damaged， however， by severe storms， by big 

fires， or by outbreaks of primary injurious insects etc.， an increase of the bark beetle 

occurs. And yet the burrows are almost normal. The optimum densityof the 

entrance holes for tbe growth of the population of the beetle is about 80-100 holes 

per sq. meter of bark. 

d) ln general， as an aftermath of a storm， after passing two generations， a 

different type of the outbreak of the beetle occurs. At that time the burrows are 

very small， the length of the egg-galleries is about 3-4 cm. The number of the 

entrance holes is more than 350 per sq. meter of bark， sometimes it exceeds one 

thousand per sq. meter of bark. One of the important factors by which the outbreak 

of the beetle occurs may be that the ratio of the number of fal1en trees to the 

number of standing trees is greater than normal. ln the forest， when fallen trees， 

stumps， cut-down branches ect.， are left for a long time without any control methods 

for .the insect， the environment becomes favorable for the increase of the beetle. 
The warm and dry summer also promotes an increase. 

e) The abnormal increase of the beetle brings over-population. Sometitnes the 

burrow changes to an abnormal one， so that it may look like a burrow of some other 

species. Chiefly caused by the injury of over-population， by natutal enemies， by 

recovery of the weakened trees etc.， the outbreak oI the beetle comes to an end. 
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IX) 1958年に於け る喰痕 (於安足関)
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Xlj 成虫が後食の後，そのまま越冬坑を形成したもの

(1955年秋に形成)(於定山渓)

XII) 他から飛来して， 特に越冬のために形成した坑道
(乙の中に 150頭の成虫が甘i保していた)

XIII) 越冬坑は比較的日当りの良 1、而に，繁殖坑は

仰iiii乃至下ifiiに多い傾向が認められる。


